
 

         

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作
業

台
 

1
人

1
台

 

設
置

済
 

  

1
人

1
台

 

設
置

済
 

  

２
人

1
台

 

設
置

済
 

  

 ２
人

1
台

 

設
置

済
 

 

 

持
参

品
 

・
裁

縫
道

具
 

・
２

本
差

鏝
一

式
 

(鏝
2

本
使

用
可

) 

・
座

布
団

 

換
算

表
は

任
意

 

 

筆
記

用
具

  
(換

算
表

、

電
卓

、
定

規
は

任
意

) 

 ・
裁

縫
道

具
 

・
２

本
差

鏝
一

式
 

(鏝
2

本
使

用
可

) 

・
座

布
団

 

換
算

表
は

任
意

 

 筆
記

用
具

  
(換

算
表

、

電
卓

、
定

規
は

任
意

) 

 ・
裁

縫
道

具
 

・
座

布
団

 

※
２

本
差

鏝
一

式
は

会
場

設
置

済
 

(鏝
1

本
の

み
使

用
) 

換
算

表
は

任
意

 

 筆
記

用
具

  
(換

算
表

、

電
卓

、
定

規
は

任
意

) 

  ・
裁

縫
道

具
 

・
座

布
団

 

※
２

本
差

鏝
一

式
は

会
場

設
置

済
 

(鏝
1

本
の

み
使

用
) 

 ・
筆

記
用

具
 

(定
規

は
任

意
) 

  
 

試
験

時
間

 

8
時

間
3
0

分
 

3
時

間
 

5
0

分
 

6
時

間
3
0

分
 

3
時

間
 

5
0

分
 

4
時

間
3
0

分
 

1
時

間
 

3
0

分
 

3
時

間
3
0

分
 

2
0

分
 

試
験

当
日

の
作

業
 

①
全

て
の

縫
製

 

た
た

み
上

げ
ま

で
 

問
題

に
準

じ
て

縫
製

 

問
題

に
準

じ
て

解
答

 

①
左

袖
の

縫
製

 

②
表

衿
付

け
 

③
裾

合
せ

～
た

た
 

み
上

げ
ま

で
 

問
題

に
準

じ
て

縫
製

 

問
題

に
準

じ
て

解
答

 

①
袖

付
け

～
た

た
 

み
上

げ
ま

で
 

問
題

に
準

じ
て

縫
製

 

問
題

に
準

じ
て

解
答

 

①
左

袖
の

縫
製

 

②
衿

付
け

、
共

衿
 

掛
け

 

③
袖

付
け

 

た
た

み
上

げ
ま

で
 

問
題

に
準

じ
て

解
答

 

当
日

ま
で

に
準

備
し

て
お

く
と

こ
ろ

 

①
裁

断
、

へ
ら

付
け

（
し

る
し

付
け

）
 

・
す

べ
て

の
箇

所
に

幅
の

へ
ら

付
け

（
し

る
し

付
け

、
 

チ
ャ

コ
、

折
り

等
）

は
し

て
き

て
は

い
け

な
い

 

丈
の

ヘ
ラ

の
み

可
 

・
付

属
材

料
＝

裾
芯

、
三

つ
衿

芯
（

事
前

縫
付

不
可

）
 

材
料

は
会

場
で

準
備

し
ま

す
 

 ①
裁

断
、

へ
ら

付
け

（
し

る
し

付
け

）
 

②
右

袖
を

縫
っ

て
お

く
 

③
表

身
頃

は
衽

付
け

ま
で

縫
っ

て
お

く
 

④
裏

身
頃

は
衿

付
け

ま
で

す
べ

て
縫

っ
て

お
く

 

・
付

属
材

料
＝

裾
芯

、
三

つ
衿

芯
（

事
前

縫
付

不
可

）
 

材
料

は
会

場
で

準
備

し
ま

す
 

 ①
裁

断
、

へ
ら

付
け

（
し

る
し

付
け

）
 

②
両

袖
を

縫
っ

て
お

く
 

③
表

裏
素

縫
い

（
表

裏
衿

付
け

、
共

衿
掛

け
含

む
）

 

④
裾

を
完

成
さ

せ
、

背
と

じ
、

脇
と

じ
、

身
ハ

ツ
ま

で
 

・
付

属
材

料
＝

裾
芯

(事
前

縫
付

)、
三

つ
衿

芯
(事

前
縫

付
可

） 

材
料

は
会

場
で

準
備

し
ま

す
 

 ①
裁

断
、

へ
ら

付
け

（
し

る
し

付
け

）
 

②
右

袖
を

縫
っ

て
お

く
（

振
り

は
く

け
て

き
て

も
よ

い
）

 

③
身

頃
は

衽
付

け
、

た
て

褄
、

裾
ま

で
仕

上
げ

て
お

く
 

・
付

属
材

料
＝

三
つ

衿
芯

（
事

前
縫

付
可

）
 

※
事

前
に

縫
製

す
る

部
分

は
ミ

シ
ン

縫
製

も
可

 

 

試
験

概
要

 

試
験

課
題

：
女

子
用

袷
長

着
の

縫
製

 

広
衿

で
別

付
け

と
す

る
 

共
衿

は
別

掛
け

と
す

る
 

た
だ

し
く

け
は

束
ぐ

け
可

 

寸
法

は
指

定
し

な
い

（
著

し
く

標
準

寸
法

と
か

け
離

れ
た

も
の

は
失

格
）
 

材
料

は
紬

以
外

の
絹

布
（

羽
二

重
、

綸
子

、
縮

緬
等

）
 

被
服

の
種

類
に

関
す

る
出

題
区

分
表

の
範

囲
か

ら
 

職
業

と
し

て
の

和
裁

の
常

識
と

裁
断

図
解

 

被
服

の
種

類
に

関
す

る
出

題
区

分
表

の
範

囲
か

ら
 

試
験

課
題

：
女

子
用

袷
長

着
の

縫
製

 

広
衿

で
別

付
け

と
す

る
 

共
衿

は
別

掛
け

と
す

る
 

た
だ

し
く

け
は

束
ぐ

け
可

 

寸
法

は
指

定
し

な
い

（
著

し
く

標
準

寸
法

と
か

け
離

れ
た

も
の

は
失

格
）
 

材
料

は
紬

以
外

の
絹

布
（

羽
二

重
、

綸
子

、
縮

緬
等

）
 

被
服

の
種

類
に

関
す

る
出

題
区

分
表

の
範

囲
か

ら
 

職
業

と
し

て
の

和
裁

の
常

識
と

裁
断

図
解

、
 

被
服

の
種

類
に

関
す

る
出

題
区

分
表

の
範

囲
か

ら
 

試
験

課
題

：
女

子
用

袷
長

着
の

縫
製

 

広
衿

で
別

付
け

と
す

る
(準

備
範

囲
) 

共
衿

は
別

掛
け

と
す

る
(準

備
範

囲
) 

た
だ

し
く

け
は

束
ぐ

け
可

 

寸
法

は
指

定
し

な
い

（
著

し
く

標
準

寸
法

と
か

け
離

れ
た

も
の

は
失

格
）
 

材
料

は
自

由
 

被
服

の
種

類
に

関
す

る
出

題
区

分
表

の
範

囲
か

ら
 

職
業

と
し

て
の

和
裁

の
常

識
と

裁
断

図
解

、
 

被
服

の
種

類
に

関
す

る
出

題
区

分
表

の
範

囲
か

ら
 

試
験

課
題

：
女

子
用

浴
衣

の
縫

製
 

ば
ち

衿
仕

立
て

 

共
衿

は
束

付
け

、
別

掛
け

ど
ち

ら
で

も
可

 

寸
法

は
指

定
し

な
い

（
著

し
く

標
準

寸
法

と
か

け
離

れ
た

も
の

は
失

格
）
 

材
料

は
木

綿
地

（
木

綿
以

外
の

混
紡

は
不

可
）

 
 

和
裁

の
常

識
と

裁
断

図
解

 

被
服

の
種

類
に

関
す

る
出

題
区

分
表

の
範

囲
か

ら
 

 実
技

 

部
分

縫
い

 

筆
記

 

実
技

 

部
分

縫
い

 

筆
記

 

実
技

 

部
分

縫
い

 

筆
記

 

実
技

 

筆
記

 

１
 

級
 

２
 

級
 

３
 

級
 

４
 

級
 

   9 月 19 日（土） 集合時間 9 月 15           9 月 20 日（日）                          集合時間 

１級 

部 分 縫 い   9:00～ 12:00   8:30  

実   技  
 9:00～ 12:00  

12:45～ 15:15  
 8:30  筆   記  12:45～ 13:35  12:30  

実   技  14:00～ 17:00  13:35  

２級 実   技  
 9:00～ 12:00  

 8:30  
部 分 縫 い   9:00～ 12:00   8:30  

12:45～ 16:15  筆   記  12:45～ 13:35  12:30  

３級 

部 分 縫 い   9:00～ 10:00   8:30  

 

 

筆   記  10:30～ 11:00  10:15  

実   技  
11:20～ 12:20  

11:00  
13:05～ 16:35  

４級 
筆   記   9:00～  9:20   8:30  

実   技   9:40～ 13:10   9:20  

級 全科目受験 ２科目受験 １科目受験 

１級 １６,５００円 １４,３００円 １１,０００円 

２級 １４,３００円 １２,１００円  ８,８００円 

３級 １１,０００円  ８,８００円  ６,６００円 

４級   ５,５００円   ４,４００円 

■
試

験
内

容
と

準
備

 

 

 

  

 

 

お問い合せ (一社)全国和裁着装団体連合会 〒113-0033 東京都文京区本郷 1-5-17 三洋ビル 41 号 

TEL 03-3816-1858        URL：https://zenwasai.com 

 

 

 

■受験料を払い込んだ後のお申し込み内容の変更・取り消し・受験料の返金および次回への振り替えはで

きません。 

■自然災害等で試験施行が中止となった場合のみ、受験料をお返しいたします。 

 

学歴・年齢・性別・国籍に制限はありません。 

※１級受験者は、当和裁検定試験 2 級取得者もしくは国家検定 2 級以上の取

得者であること。 

 

２０２６年度・第６９回 
 共催 (一社)全国和裁着装団体連合会 東京商工会議所 

■試験日・試験時間    

■受験資格  

■受験料（消費税込み） 

和裁検定試験案内  

 

 

1
級

 
職

業
と

し
て

更
に

高
度

の
実

技
と

理
論

全
般

に
つ

い
て

精
通

し
て

い
る

。
 

 
3

級
 

基
本

的
な

実
技

と
理

論
を

修
得

し
て

い
る

。
 

2
級

 
職

業
と

し
て

の
実

技
と

理
論

を
修

得
し

て
い

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
4

級
 

初
歩

的
な

実
技

と
理

論
を

修
得

し
て

い
る

。
 

※
昼

食
は

各
自

で
ご

用
意

く
だ

さ
い

。
 

 

 

 

－1－ －4－ 

※
被

服
の

種
類

に
関

す
る

出
題

区
分

表
に

つ
い

て
は

、
和

裁
検

定
用

問
題

集
を

参
照

の
こ

と
。

 



 

科  目 科目合格基準 備  考 

実  技 70 点以上（100 点満点） 未完成、入針の場合は失格 

部分縫い 70 点以上（100 点満点） 未完成、入針の作品のみ不採点 

筆  記 70 点以上（100 点満点） 

 

 

 

 

  

 

申込期間 2026 年 6 月 25 日（木）～ 7 月 10 日（金）  消印有効 

申込方法 郵送受付のみ 

受験料振込 

受験料は、以下①②いずれかの方法でお振込みください 

①銀行振込 三菱 UFJ 銀行 

支 店 名：本郷支店 

種  別：普通預金 

口座番号：0168322 

口座名義：一般社団法人 全国和裁着装団体連合会 

※振込名義人は申込書記載のご氏名と同一名でお振込みください 

②郵便振替 同封の払込取扱票をご使用ください 

  金額 おところ おなまえ ご連絡先電話番号を記載 

※おなまえは、申込書記載のご氏名と同一名をご記入ください 

①②いずれの場合も振込手数料はご自身でご負担いただきますようお願いします 

郵送するもの 

 

①和裁検定試験申込書（別紙） 

②受験料の振込みがわかる書類のコピーまたは原本（返却なし） 

 （金融機関の窓口や ATM で発行される領収書や利用明細書等） 

③その他 下記該当者のみコピーを同封 

・1 級受験者 

当和裁検定試験 2 級または国家検定 2 級以上の合格証書(コピー)を添付 

・科目別免除者 

合否結果・成績通知書兼科目別合格証明書(ハガキ大・コピー)または、都道府県発

行(国家検定)の合格証書(コピー)を添付 

郵 送 先 
〒113－0033 東京都文京区本郷 1-5-17 三洋ビル 41 号  

(一社)全国和裁着装団体連合会 検定係 

受験票発送 
受験票は申込書記載の送付先住所に、7 月下旬～8 月中旬にかけて順次発送します 

8 月下旬まで受験票が届かない場合は、必ず当会までご連絡ください 

級 申込者数 受験者数 合格者数 合格率 

1 級 6 6 2 33.3 % 

2 級 20 20 7 35.0% 

3 級 20 19 13 68.4% 

4 級 49 45 31 68.9% 

東京都内の 4 会場を予定。詳細は受験票にてお知らせします。 

■試験会場  

■申込手続  

■受験についての注意  

①試験場ではすべて施行委員及び係員の指示に従ってください。指示に従わない者、不正行為のあった 

 者はその場で失格とし、退場及びその資格を取り消し、以後の受験を禁止することがあります。 

②受験票は必ず持参してください。紛失した場合は、受験当日再交付手続をしてください。 

③試験を欠席する場合は、必ず前日までに下記までご連絡ください。 

（全国和裁着装団体連合会 03－3816－1858） 尚、欠席による再試験の機会は与えられません。 

④試験中の事故は一切責任を負いません。 

 

■合格基準  

①実技、部分縫い、筆記の 3 科目合格をもって資格習得となります。 

②実技科目で長着の一部に著しく悪い箇所がある場合は失格となる場合があります。部分縫いの場

合は該当作品のみ不採点となる場合があります。 

 

■合格証書申請  

国家検定 1、2 級の合格者で、当和裁検定試験 1、2 級の部分縫いと筆記の科目別合格者は、当和裁検定

試験当該級の合格証書を交付します。希望者は、申請料 2,200 円を振込み(P2 受験料振込み同様)、下記書

類を郵送してください。(P2 郵送先同様) 

 

 

 

 

 

 

 
■合格発表  

【発表期間】2026 年 10 月 1 日（木）（発送） 

■受験データ  

(第 68 回 2025 年 9 月 13・14 日実施分) 

※科目別合格者は含まない 

実技の作品は、審査終了後速やかに宅配便にて送付いたします。（申込書記載の住所にお送りします。） 

部分縫いの作品は返還いたしません。 

※(一社)全国和裁着装団体連合会・東京商工会議所が実施する検定試験のお申込みによって取得された個人情報（氏

名、生年月日、住所等、その個人を識別、特定化できるもの）は、当該試験の実施、受験者の円滑な受験、試験結

果の送付、受験者の受験履歴の管理等、当該検定試験の目的遂行に必要な範囲内で使用されます。 

■免除規定  

・当和裁検定試験の実技、部分縫い、筆記のうちいずれかの科目を合格した場合は科目別合格となり、合

格した級の科目は次回以降免除されます。（有効期限なし） 

・国家検定 1、2 級の合格者は、当和裁検定試験当該級の実技試験が免除されます。（3.4 級は免除なし） 

【発表方法】受験者全員に合否結果・成績通知書兼科目別合格証明書、および合格者には合格証書を郵送

します。団体受験の方は団体宛に一括で前述書類を郵送します。 

 

■作品返還  

－2－ －3－ 

※全級共通 

 

◦和裁検定試験申込書（別紙）（氏名、住所、電話番号を記入 合格証書申請欄の該当箇所を〇で囲む） 

◦国家検定 1 級または 2 級の合格証書（コピー） 

◦当和裁検定試験 1 級または 2 級の合否結果・成績通知書兼科目別合格証明書（ハガキ大・コピー） 

◦申請料の振込みがわかる書類のコピーまたは原本（金融機関の窓口や ATM で発行される領収書や利用明細書等） 

 

 

 

 


